
  【From Kobe 2021  6 月 梅雨】 

コロナ禍の中で迎えた神戸の梅雨  近況便り   2021.6.5. 

コロナ禍の中で迎えた梅雨の絶景 

神戸籠りの中 風来坊 勝手なPhoto 記録ですが  心やすめになれば 

      収録 最近の気になった新聞記事より  

       大坂ナオミさんの会見拒否に日本の縄文世界遺産登録を重ねて 

                今 人が人として 一番大事なことを思い起させてくれた  

梅雨の田植え時 田に水が入った北神戸の田園の里でみられる絶景です 2021.6.1. 北神戸の里で 

  

 

新型コロナが猛威を振るう関西 医療機関が崩壊してパンでミックス。本当に心配しましたが、やっと小康状態に。 

自分の身の安全と共に家族・仲間のこと他いろんなこと頭の中を駆け巡る6月の始まりです。 

おまけに早い梅雨入り。いろんなことがもうスピードで駆けてゆく6月の始まりです。 

皆様のところはいかがでしょうか・・・・・ 

 

やっと6月1日第一回目のワクチン接種完了。 

2回目の日も決まってなんとか一安心。ほっとしています。 

でも 今の日本の状況 コロナ収束 ワクチン接種 経済 

そして大問題のオリンピック等  々

何一つ筋の通った具体的な行動論と見通し評価の話が聞こ

えてこない大変な状況。みんな目をきょろきょろ。 

でも 何一つ先が見えない。 

私たちにできることはないのか?、せめて頂点迎合はやめ、我が道を見つめなおす力と知恵をつけねば・・・・。 

初と気が付けば取り残されてしまう。 今日本がそんな状況ではないでしょうか・・・・・ 

さしずめ、次の選挙には思いのたけをと・・・・・・・・・ 相変わらずTV相手にブツブツ。 

でも「しっかりコロナにはまけるな!!」と気力・体力維持に励む今日この頃です。 

                   2021.6.5. From Kobe   Mutsu Nakanishi 

zp4m-
スタンプ

zp4m-
スタンプ



 

 

また、真紅のばらは気持ちを前向きにしてくれる 愚痴っていても始まらぬ 頑張りましょう 

 

 

梅雨のいっときまるで「浮島」畔では野草が花を咲かせ、蝶も舞っていました  2021.6.2. 北神戸淡河の里で 



     最近の気になった新聞記事より  

   収録 大坂ナオミさんの会見拒否に日本の縄文世界遺産登録を重ねて 

               今 人が人として一番大事なことを思い起させてくれた 

                              2021.6.5. by Mutsu Nakanishi 

   

    

6月の更新時に神戸新聞に掲載された2つの記事のコラムに目が留まりました。 

「大坂なおみさんの会見拒否と縄文の世界遺産登録」  

全く異質な話題のようですが、「今 人が人として一番大事なことを思い起させてくれる」のではないかと。。。。。   

大坂なおみさんの語録「スポーツ選手である前に 一人の人間として大事なことがある」が今回の行動の,根に 

日本の縄文も同じことを教えてくれた。人が人である所以「他人を思いやる心」 

いま日本が一番忘れ去ろうとしていることにゆっくり考えねば…・・と。 

思い起こすと広く一般の人達の心をとらえた20年近くにわたる縄文遺跡の世界遺産登録運動 

私もよく言う「心優しき縄文人のやさしさ 他人を思う心／他利・分かち合いの精神」。 

素晴らしい多様な文化を育み、世界に類のない1万年の長きにわたる永続社会を築き上げた日本の縄文。 

「日本人が狩猟採取の原始の生活『縄文』を学んでどうするねん。私たちの祖先は朝鮮半島から文化を持って 

渡ってきた渡来の弥生人」と言われ、教科書からも消えてしまった時代もありました。 

でも遺跡発掘とともに、粘り強く縄文を学ぶ一般の人たちや学者たちの輪が広がる中で、縄文の素晴らしい文化が次々

と解き明かされ、世界文明にも匹敵する世界に類のない森の文明であることも明らかになった縄文の社会。 



狩猟採取の定住社会を解き明かした各地の縄文の居住跡やストーンサークルなどの遺跡遺構・遺物の数々。 

青森三内丸山遺跡の出土も大きかった。また、大ブームを巻き起こしたヨーロッパや国立博物館等での縄文展もありま

した。 

人類が幾多の困難を克服し、今に至るまで生き延びてきた道の根底にある精神文化を示してくれる遺物・遺構が今も数

多く残っていて、現代の人々に問いかける日本の心の故郷が「縄文」である。 

原点回帰 おりしも今 コロナ禍の大苦難の中で、それぞれに生きる道を問いかける貴重な遺産であろう。 

 

一方 大坂なおみさんが全仏オープンの試合後の記者会見を拒否したことの是非が大きな話題になっている 

「大坂なおみさんのテニス全仏オープンの会見拒否」 

また、TV他マスコミが勝手なつくり込みで騒ぐだろうなぁ。そして目をキョロキョロ「風を読む」 

世論の論調に日和って、さも正論がごときに言うことをかえるだろうなあと。 

こんな構図を何度みたことか・・・・ 

ことの是非はそれぞれの立場としての論があるだろう。 

でも 大坂なおみさんにトップの孤独を見る。  

みんな仲間と思っているのに後ろにだれ一人いない。 ただひとりで大きな権威に立ち向かわねばならぬ 

聞こえてくる声は「みんなそうゆうゆうてるよ 右も左も目をきょろきょろ 空気をよまねば」との付和雷同派の 

いかに多いことか…。 

トップが感じる孤独 トップの象徴的な姿に映る。負けるなよ!!  

健康取り戻してまた、頑張ってほしいと。 

 

かつて大坂ナオミさんが示した「選手である前に ひとりの人間である」との姿勢の延長。譲れないのだ。 

一方 すぐ頭に浮かぶのは「マイク片手に公器・正義や みんなついている」とばかり、なんの思慮も頭も働かさず、 

どかどかと土足で踏み込むやからたち。「芸能人と報道の境がなくなってしまった日本。 世界もそうなのか…」 

産業界・政治家・スポーツ界・産業界等  々 一個人ではひとたまりもなし。 

こんな構図 日本も世界も最近はますます多く、歯止めが利かぬ。 

なんでもかんでも、根拠は「みんな 言うてるやん」と仲間に振り、その代表を標榜する。  

一握りの権力者に握られ、なんの思慮もない取り巻きが上記のふるまい。 

こんな古い体質には 本当におさらばして、若者たちにバトンを渡せ!!と。 

いま、ちょうど日本の縄文が世界遺産になる。忘れてはならぬ人間のもつ本性「他人を思いやる心の優しさ」 

 

思わずナオミさんへ  God be with you !! 

 我が道を大切にと。 また、日本の縄文 世界遺産登録も今後、一大産業として牛耳られぬようにと祈る。 

でも まだまだ縄文を知らない人も多い。世界の人に縄文をもっとしってほしいと 

 

 参考 1. 【2014. 6月 From Kobe 】「利他的精神」について  朝日新聞天声人語より  

        競争社会から成熟社会へ 日本に必要なのは「心の優しさ」では 

        https://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014mutsu/fkobe1406B.pdf 

  参考2.    <NHK取材班「Human」 視聴・購読メモ 「なぜヒトは人間になれたのか」> 

             1. 視聴・購読メモ 「ヒューマン なぜヒトは人間になれたのか」  

                   2. 補足メモ 人間を人間たらしめているもの「分かち合う心・通わせる心 

              https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron03.pdf  

  参考3.  北海道・北東北の縄文遺跡群の世界遺産登録をめざして 

 公式ページ 北海道・北東北の縄文遺跡群 の世界遺産登録をめざして     

          http://jomon-japan.jp/    
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